
地域の文化や
スポーツ活動の活性化を

運営に関する事項の
協議、処理

地域の皆様に支えられて活動しています

闘

繋

！！・こ
基姦|||1亀地域の子どもたちに

安全・安bな 環境を

戴か

挨拶する〉
富沢会長数

少
な
い
役
員
の
病
気
な
ど
も
あ

っ
て
、

苦
し
い
一

年
で
し
た
。
し
か
し
、

各
部
会
長
を
始
め
部
会
員
の
皆

様
の
、

地
域
づ
く
り

へ
の
熱
い
思
い
に
支
え
ら
れ
て
、

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

関
係
各
位
に

心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

人
も
な
い
、

金
も
な
い
、

場
所
も
な
い
な
ど
、

コ
ミ

協
の
苦
し
い
現
状
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

一
年
で
し
た
。

し
か
し
、

安
全

・
安
心
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
街
に

し
た
い
と
い
う
、

地
域
づ
く
り

へ
の
強
い
思
い
を
、

多

く
の
住
民
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

を
糧
と
し
て
、

三
年
目
の
飛
躍
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

犯罪のない明るい
地域づくりを
目指して

住み良い環境の充実を

韻

1 小 針コミ協だより■2008331



所
　
　
！
傾

役
　
　
　
慨

！区一一一一諒

所
　
　
！！　
協

役
　
　
　
治

市
　
　
　
離

パリフ
壌
叢
章
憲
憲

借

サ

シゐ祓ゆ
自治会を軸にして小学校、中

学校のPTA・ 育成協、文化、ス

ポーツ、環境、福祉などの団体

が集まつて住民活動を展開する

地域共同体です。

新潟市は政令指

定都市への移行に

伴つて全市の各小

学校区で地区コミュ

エティ協議会を設立

しました。

豊誂識がた
諏詩るわば

〇
六
月
三
十
日
、

西
区
役
所
か
ら
講
師
を

迎
え
て
部
会
研
修
会
を
行
い
、

防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、

他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
防
災

訓
練
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

部
員
が

各
自
治
会
に
戻
り
、

防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
を
働
き
か
け
て
、

既
に
い
く

つ
か

の
自
治
会
で
実
現
し
て
い
ま
す
。

とても分かりやすいご指導でした

〇
七
月
二
十
三
日
、

幼
児
、

児
童
、

高
齢

者
世
代
間
交
流
と
し
て

「夏
休
み
ラ
ジ

オ
体
操

・
消
防
実
技
講
習
の
集
い
」
を

小
針
小
学
校
体
奇
館
で
行
い
ま
し
た
。

親
子
で
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、

百
名
弱
の
参
加
が
あ
り
、

み
ん
な

で
指
導
を
受
け
な
が
ら
正
し
い
ラ
ジ
オ

体
操
を
習
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、

消
防

所
の
方
か
ら
防
火
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

○

「転
ば
ぬ
先
の
体
力
づ
く
り
」

～
見
直
そ
う
自
分
の
身
体
と
家
の
中
～

十
月
三
日
、

西
区
健
康
福
祉
課
か
ら
講
師
を

迎
え
て
、

小
針
荘
で
頭
の
体
操
、

身
体
の
体

操
を
し
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
活

動
で
、

「ぜ
ひ
ま
た
し
て
欲
し
い
」
と
好
評

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
‐

や

みんな元気に、それ!1・2・3
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〇
三
月
八
日
、

「新
ゴ
ミ
減
量
制
度
」
に

つ
い
て
市
の
職
員
四
名
を
迎
え
て
部
会

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
取
り

扱
い
は
各
自
治
会
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的

に
住
民
の
合
意
の
も
と
に
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、

新
ゴ
ミ
減
量
制
度
が
六

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
ど
の
よ
う
な
問
題

が
発
生
す
る
の
か
、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
共
通
の
課
題
が
あ
る
の
か

を
、

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
題

解
決
に
向
け
て
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思

い

ま
す
。

○

「第

一
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

（六
月

九

・
十
日
、

小
針
青
山
公
民
館
）
で
小

針
小

・
小
針
中
学
校
の
児
童
生
徒
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
作
品

の
数

々
に
地
域

の
人
た
ち
は
足
を
止

め
、

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
準
備

か
ら
後
片
付
け
ま
で
小
針
中
学
校
美
術

部
の
先
生
、

生
徒
が
参
加
し
、

地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

①
ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、

餅
つ
き
大
会
は
、

選

挙
日
の
変
更
や
風
邪
の
流
行
の
た
め
中
止
と

な
り
ま

し
た
。

「第1回市民ギャラリー」
とてもレベルの高い作品展でした

①
七
月
七
日
、

小
針
青
山
公
民
館
で
の

「地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
協
力
し

て
、

「七
夕
祭
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

笹
に
飾
り
を
つ
け
た
り
、

短
冊
に
願
い

ご
と
を
書
い
た
り
し
な
が
ら
五
十
九
名

の
大
人
と
子
ど
も
が
楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
も

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

①
三
月
二
十
八
日
、

新
潟
県
警

ハ
イ
テ
ク
犯
罪

対
策
室
よ
り
講
師
を
迎
え
て
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
利
用
し
て
い
る

「
携
帯
電
話
」
は

「
携
帯
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
」
で
す
。

危
険
が
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

今
の
子
ど
も
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
情
報
社
会
を
、

ま
ず
し

っ

か
り
と
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も

っ
と
子
ど
も
た
ち
の
現
状
を

知
り
た
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
出
ま
し

た
の
で
、

次
年
度
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
小
針
中
学
校
区
育
成

協
主
催
事
業

「
セ
ー

フ
テ

ィ

。
ワ
ー

ク

シ

ョ
ツ
プ
」

に

参

加

し
ま
し
た
。

「イ可をお願いしようかなぁ」
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「小針小学校区コミュエティ協議会」会員名簿

小 新 交 番 防 犯 連 絡 協 議 会

浦 山 地 区 防 犯 連 絡 協 議 会

民 生 ・児 童 委 員 協 議 会

市 老 連坂 井 輪 東 部 地 区協 議 会

西川をきれいにする会

小 針 小 学 校 P T A

小 針 中 学 校 P T A

小 針 小 学 校 育 成 協 議 会

小 針 中学 校 区健 全 育 成 協 議 会

小 針 小 学 校 交 通 安 全 推 進 協 議 会

西 交 通 安 全 協 会  小 鉢 支 部

西 交 通 安 全 協 会  小 針 山 手 支 郡

西 交 通 安 全 協 会  浦 山支 部

小 針 子 ど もセ ーフテ ィス タ ッフ協 議 会

小 針 小 学 校 区ス ポ ーツ 振 興 会

小 針 喬 出公 民 館 利用 団体 連 絡 協 議 会

文化村さかしヽわ

地 域 ふ れ あ い サ ロ ン

提事|■治|■宗 ■名

1 小  新
つ
乙 小 新 第 2

3 青 山 上 山

4 小 針が 丘

5 小 針 銀 座

6 小 針 藤 山 県 営 ア パ ー ト

7 小 針 藤 山

8 東 小 針

9 小 針 南 台

10 南 小 針

小  針

12 小 針 弥 生 町

13 東 日本 高 速 小 針

1 4 小 針東 伸 町

15 小 針 1丁 目

16 小 針 幸 町

17 サ ーパ ス小 針 南 台

18 サ ンフ レンズ小針中央

19 サ ーパ ス小針中央

20 小 針 新 町

*参 カロ検討中の自治会

こ
の
部
会
は
、

参
加
十
九
自
治
会

の
会
長
で
構
成
す
る
コ
ミ
協
運
営
の

中
核
組
織
で
す
。
し
か
し
、

今
年
度

は
、

阿
部
部
会
長

（副
会
長

・
小
針

幸
町
自
治
会
長
）
、

波
多
事
務
局
長

（小
針

一
丁
目
自
治
会
長
）
が
入
院

す
る
な
ど
、

不
測
の
事
態
が
重
な

っ

て
予
定
し
て
い
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ず
本
当
に
残
念
で
し
た
。

小
針
地
区
の
自
治
会
は
、

従
来

一
つ
に

ま
と
ま

っ
て
連
合
を
組
織
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ミ
協
の
発
足
と
共

に
、

こ
の
部
会
で
初
め
て
十
九
人
の
会
長

が
顔
を
合
わ
せ
協
議
す
る
場
が
出
来
た
訳

で
、

ま
さ
に
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

二
十
年
度
は
、

二
十
自
治
会

の
参
加

を
得

て
、

充
実
し
た
運
営
を
願

っ
て
お

り
ま
す
。

崖‐131‐31昌昌最昌筵昌畳自:褒ス屋ぺ昌

△
不
　
長
　
　
と昌
沢
　
武
司

（青
山
上
山
自
治
会
長
）

計
会
長
　
　
阿
部
　
忠
男

（小
針
幸
町
自
治
会
長
）

計
会
長
　
　
横
坂
　
幸
子

（小
針
中
育
成
協
代
表
）

事
務
局
長
　
波
多
　
雄

一

（小
針

一
丁
目
自
治
会
長
）

套
　
計
　
　
大
野
　
　
弘

（小
針
藤
山
自
治
会
長
）

寄
計
監
査
　
名
古
屋
昭
吉

（小
針
弥
生
町
自
治
会
長
）

小
島
美
奈
子

（小
針
小
育
成
協
代
表
）

編
集
後
記

　

！！

日
々
忙
し
い
生
活
の
中
で
、

時
間
と
労
力
を
さ

い
て

「
地

域
活
動
」
に
か
か
わ
る
こ
と

は
、

そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
地

域
活
動

の
場

へ

一
歩
出

て
く

る
と
見
え

て
く
る
も

の
が
あ

り
ま
す
。

安
全

で
安
心

で
き
る
地
域

と
は
、

人
が
知
恵
を
出
し
合

い
連
携

で
き
る
地
域
で
は
な

い
で
し
ょ
チ
か
。

各
部
会

の

対
鋤
乾
掬
≡立
づ

ら
熊
言ぅ
輔
一
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